
２ 有明海湾奥部貧酸素水塊連続観測 

（環境省、水産庁、(独)水産総合研究センター） 
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３ 有明海・八代海流入一級河川水質等データ【平成 24 年７月】（国土交通省） 
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４ 九州北部豪雨の干潟及び貝類への影響について（福岡県） 
（１）底質の状況 

● 土砂 

矢部川河口域を中心として、河口から沖合２～３km の範囲で粘土

質の泥が厚さ 10㎝以上堆積した。矢部川河口域の二枚貝の優良漁場

（有区 24号）周辺では、浮泥が現在も堆積している状況。今回の豪

雨では、筑後川河口域には顕著な土砂の堆積はみられなかった。 

 

● 流木等 

   海域全域に流入、広範囲の海底に沈下した。 

 

（２）貝類の状況 

● 場所別の状況 

○ 干潟域（影響大） 

筑後川河口の漁場では淡水の影響、矢部川河口の漁場では泥の

影響を受けて、資源量が低下した。 

○ 沖合域（影響小） 

    流木等の堆積はあったものの影響はほとんど確認されなかった。 

 

● 種別の状況 

○ アサリ 

豪雨前は、河口近くの干潟域｛筑後川河口域（農区 208 号）及

び矢部川河口域（有区 29 号）｝に多く、沖合域の分布は少なかっ

た。このため、今回の豪雨では、干潟域の漁場の影響が大きかっ

たため、福岡県海域全体の推定資源量は約 1/3 に減少。 

   ・ H24.3 月調査 1,289 トン → H24.10 月調査 466 トン 

○ サルボウ 

干潟漁場では豪雨による影響はみられたものの、主漁場は沖合

域であることから、福岡県海域全体の資源量には豪雨の影響はほ

とんどみられず。なお、サルボウ産卵後の９月に沖合域のサルボ

ウが斃死している情報があったが、現時点では斃死は収まってい

る。 

・ H24.3 月調査 16,130 トン → H24.10 月調査 12,801 トン 

  ○ タイラギ 

もともと資源量が少なく、豪雨の影響は確認されなかった。 
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４－２ 豪雨後の干潟及び貝類への影響 

（福岡県水産海洋技術センター有明海研究所） 
 

○ 豪雨後、福岡県矢部川河口域には河口から沖合２～３km の範囲で

河川から流入した粘土質の泥が厚さ 10 ㎝以上に堆積しており、現在

もその状態が継続している。 

○ 208 号等筑後川河口筋の漁場や陸に近い高地盤域では淡水の影響

により貝類のへい死がみられている。また、24 号等の矢部川河口筋

の干潟では泥の堆積により貝類がへい死している。現在は貝類のへ

い死はおさまっている。 

○ アサリについては春に分布の多かった 208 号、29 号が淡水や泥の

影響を受けており、状況が懸念される。サルボウは今年主漁場とな

った沖合域では豪雨の影響はほとんどみられず、一定量のサルボウ

が分布している。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

    図１ 24 号域干潟の様子（7/19）    図２ 24 号干潟に堆積している泥（7/19） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   図３ 29 号の貝の状況（8/29）             図４ 沖のサルボウの状況 
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●２１０号

●沖合域

平均密度
(個/㎡)

平均重量
(g)

資源量
（ｔ）

平均密度
(個/㎡)

平均重量
(g)

資源量
（ｔ）

平均密度
(個/㎡)

資源量
（ｔ）

208号 37.7 5.6 190 30.0 0.4 12 67.7 202

210号 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0

沖合域 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0

211号 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0

3号 20.5 5.4 117 16.5 1.1 19 37.0 137

4号 14.5 1.9 46 5.2 0.8 7 19.6 53

8号 3.3 5.4 26 9.7 1.0 14 13.0 39

10号 0.0 0.0 0 0.5 0.3 0 0.5 0

24号 0.4 5.4 1 0.0 0.0 0 0.4 1

29号 2.2 2.4 3 4.9 0.5 1 7.1 4

37号 1.6 2.9 2 0.0 0.0 0 1.6 2

38号 6.4 4.6 9 3.2 0.8 1 9.6 10

41号 0.0 0.0 0 1.6 0.2 0 1.6 0

42号 4.8 4.0 12 11.2 0.6 4 16.0 17

合計 407 59 466

漁場/項目
20mm未満 合計20mm以上

平均密度
(個/㎡)

資源量
（ｔ）

208号 25.5 140

210号 334.8 2,349

沖合域 409.3 3,092

211号 644.0 627

3号 416.5 2,409

4号 192.9 1,786

8号 40.2 463

10号 73.1 381

24号 4.8 13

29号 192.4 294

37号 55.2 406

38号 99.2 151

41号 40.0 74

42号 248.0 615

合計 12,801

漁場/項目
合計

４－３ 平成 24 年度 アサリ・サルボウ秋季資源量一斉調査 

（福岡県水産海洋技術センター有明海研究所） 

 

（１）調査方法 

調査日時：平成 24 年 10 月 10 日 

調査場所：右図参照 

調査方法：長柄ジョレンによる採取 

 

（２）調査結果 

（アサリ） 

① 調査実施小間面範囲での推定資源量は 466 トン。 

② 成貝（20 ㎜以上）及び稚貝（20 ㎜未満）の資源量は、208 号、

３号で多いと推測された。 

（サルボウ） 

① 調査実施小間面範囲での推定資源量は沖合域も含めると

12,801 トン。 

② 特に３、４、210 号、沖合域での資源量が多いと推測された。 

 

       アサリ推定資源量         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サルボウ推定資源量 
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